

（例）
緊急災害時における飲料提供に関する覚書

　埼玉県（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、別表の災害対応型自動販売機（以下「自販機」という。）による飲料の無償提供に関し、以下のとおり覚書を締結する。

（目的）
第１条　本覚書は、別表の自販機の機内在庫飲料（以下「飲料」という。）を、緊急災害時等に施設利用者又は地域住民等に提供する必要が生じた場合における飲料の無償提供に関し必要な事項を定めるものとする。

（提供の方法）
第２条　甲は、震度６弱以上の地震又はそれと同等以上の災害が発生し、甲に災害対策本部が設置され又はその可能性がある場合、第３条に定める自販機鍵を使って、乙の自販機の飲料を取り出し、災害の被災者及び施設利用者に提供することができるものとする。
２　前項の実行は、甲の責任者又はその責任者があらかじめ指名した管理者（以下「管理者」という。）の判断によるものとする。

（自販機鍵の貸与）
第３条　乙は、前条の飲料の使用を可能とするため、甲に対し自販機鍵を貸与することとする。
２　甲は、自販機鍵を管理者の責任において保管・管理し、覚書締結時及び異動などによる交代時に、管理者を乙へ報告するものとする。

（提供結果の通知）
第４条　甲は、第２条に基づき、飲料を災害の被災者及び施設利用者に提供した場合は、後日速やかに乙に使用結果を通知するものとする。

（協定期間）
第５条　本覚書の有効期間は、自販機設置に係る甲乙間の賃貸借契約期間に従う。

（協議）
第６条　この覚書に定めのない事項あるいは覚書の実施に関して必要な事項については、その都度甲乙間で協議して定めるものとする。







紙契約の場合


　本覚書締結の証として、本書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各１通を保持す
る。

電子契約の場合


　本覚書締結の証として、本書の電磁的記録を作成し、当事者が合意の上、押印に代わる
電磁的処理を施し、各自その電磁的記録を保管する。



令和　　年　月　日

　　戸田市美女木４丁目２３番地の４
甲　埼玉県


　　埼玉県立南稜高等学校長　末吉 幸人　　印



乙　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　

電子契約の場合、「印」を削除してください。


別表

	設置場所
	鍵番号
	賃貸借契約期間

	校舎１Ｆ生徒ホール（右）
	
	令和　８年４月１日～
令和１３年３月３１日

	校舎１Ｆ生徒ホール（左）
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